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本研究では，緊急時において迅速に対応策の策定や社会への情報提供を行うために，緊急時および平常

時のコミュニケーションを支援するシステムについて論じる．ここで提案するシステムは，平常時コミュ

ニケーション支援，緊急時情報整理支援，平常時コミュニケーションからのデータベース作成支援および

情報提供支援という 4 つの支援システムにより構成される．さらに，そのシステムを運用するための方法

を構築することの必要性について論じる．システムと運用手法をひとつのパッケージとして提供すること

により，組織や団体への導入を促し，システムの効果をさらに高めると期待される． 
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1. はじめに 

 
現代社会において，地震や洪水などの大規模自然災害

だけではなく，犯罪やテロといった脅威に備えることも

必要とされている．こうした脅威に対し，被害を最小限

にとどめるために，社会全体および各個人があらかじめ

十分な備えをしておくことが求められる． 
しかし，不幸にもそうした脅威に襲われたとき，どの

ような対応ができるか，ということも重要になる．緊急

時には，刻一刻と状況は変化し，様々な情報が錯綜する

ことが予想される．そうした混乱状況の中，被害の拡大

を抑制するためには，迅速に状況を把握し，情報を整理

することが必要になる． 
本論文では，混乱状況において，適切な対応策の策定

や社会に対する情報提供を求められると考えられる組織

や団体が目前の状況を把握し，収集された情報の整理お

よび共有を支援するためのシステムについて論じる． 
本論文の構成は以下の通りである．まず次章で緊急時

における情報整理支援の必要性について述べる．その上

で，第3章でシステムの概要を述べ，第4章では提案し

たシステムを運用する方法について述べる．さらに第 5
章でシステムの評価と開発プロセスについて論じる．最

後にまとめと今後の課題について議論する． 
 
 
 

2. 緊急時における情報整理支援の必要性 
 
緊急時に生じると考えられる状況として，(1) 状況の

変化が早い，(2) 情報が錯綜する，という二点が考えら

れる．これらの問題が情報の整理を困難にし，事態への

適切な対応が遅れる原因となる．また，我々の社会がこ

れまでに経験したことのない事態にさらされる可能性も

ある．未知の問題に対する解決策の策定には，過去の類

似事例を参照することが有益である1)． 
 過去の事例を参照するためには，平常時から情報交

換・共有を進め，信頼性の高い情報を蓄積しておく必要

がある．また，情報交換・共有を目的として行われる平

常時のコミュニケーションには，組織や団体のつながり

を維持するという役割も期待される．そのため，緊急時

における情報整理・共有だけではなく，平常時の円滑で

活発なコミュニケーションを支援する役割も担う必要が

ある． 
 これまで，社会的集団やオンライン上でのコミュニテ

ィにおける情報交換や情報共有を支援するためのコミュ

ニケーションツールはいろいろ開発されてきた．例えば， 
ORCATシステムは，高レベル放射性廃棄物に関する議論

を専門家と非専門家の間でのコミュニケーションを支援

しようとする2) し，Public Opinion Channel (POC)は，コミ

ュニティに所属するメンバーからよせられた発言を放送

番組として提供する放送型コミュニティ支援システムで

ある 3) ． 
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メンバー間の 

コミュニケーション 

Fig.1 緊急時対応型コミュニケーション支援システム イメージ図 

(b)平常時コミュニケーション支援 

(c)データベース作成支援システム 

(d)情報提供システム 

(a)緊急時情報整理支援

こうしたシステムは，状況の変化が比較的緩やかであ

り，長時間にわたってコミュニケーションを行うことが

重要になる場合には，非常に有益なツールとなりうる． 
それに対して，緊急時は，状況が刻々と変化し，被害

を最小限にとどめるための対応策を迅速に策定し，なん

らかの対策を施すことが求められる．このような緊急時

における情報整理・共有の支援を目的としたツールはこ

れまで開発されていない． 
 そこで，本論文では，緊急時において迅速に対応策の

策定や社会への情報提供を支援するために，緊急時およ

び平常時のコミュニケーションを支援するシステムにつ

いて述べる． 
 
3. 緊急時対応型コミュニケーション支援システム

の提案 
  
本章では，緊急時に適切な意思決定を行うための情報

整理支援システムについて述べる．本システムは，緊急

時情報整理支援，平常時コミュニケーション支援，コミ

ュニケーションからのデータベース構築支援，情報提供

支援という 4 つのコンポーネントにより構成される

(Fig.1)．各コンポーネントは既存の技術であり，これら

を有機的に結合することにより，緊急時には，情報の整

理を容易にし，過去に蓄積された情報の積極的活用を可

能にし，平常時のコミュニケーションによる情報共有と

情報の整理を容易にする． 
ここでは，システムの緊急時における情報整理支援と

平常時のコミュニケーション支援およびコミュニケーシ

ョンからのデータベース作成支援について述べる． 
 

3.1. 緊急時における意思決定支援 
 我々の生命や生活にダメージを与えるような，大地震

やテロなどが発生した緊急時には，その事態に対する適

切な対応を迫られると考えられる．緊急時には，状況が

刻一刻と変化するだけではなく，多くの情報が錯綜する

こともあり，状況の把握そのものが困難になると予想さ

れる．しかし，最適な対応策をとるためには，情報をリ

アルタイムで収集し，的確な整理が求められる． 
社会問題の解決には，俯瞰的に現象を捉えることが重

要である．その一方で，見えない情報は忘れられるとい

うこと4) も考慮する必要がある． 
これまで，個人による情報の整理を支援するツールと

して知球システムが開発されている．知球とは，情報の

配置デザインが可能なアーカイブシステムである5)．知球

の着想は，コンピュータによる整然とした情報管理より

も人間による情報空間のデザインを支援する点にあり，

大量のコンテンツを画面上の風景として配置デザイン可

能とすること，その風景をカジュアルに探索可能とする

ことを主な特徴とする．また，知球は，持続的に発展可

能な記憶の構築を目的とした時空間記憶システムであり，

記憶の空間的な配置，構造化および時間的な発展支援を

特徴とする6)．緊急時には，リアルタイムで収集される大

量の情報を整理しなければならないと予測される．その

ため，大量の情報を情報間の関係を構造として保持しな

がら，ひとつの空間内に配置することは，緊急時の情報

整理に有益であると考えられる． 
また，時間の経過と共に，蓄積される情報量は増加し

ていく．この時間的発展性を支援可能であることが，緊

急時での利用可能性を示す知球の特徴である． 
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化

うに，時間の経過と共に新しい情報がカードと

し

情報の共有と蓄積を支援

す

.2. 平常時のコミュニケーション支援 

緊急時によりよい意思決定を行い，的確な情報を元に

支援ツールは，メンバー間

の

 

習熟を求めることにな

そのため，

 した平常時のコミュニケーションにより蓄積され

情

を整理しておかなければならない．次に，インタラク

シ

素ガス濃度による中毒症状の違いや過

去

水素ガス中毒事件の経過を当時の新聞記事を元に知球

上に表現したものである．まず，事故発生を知らせるカ

ードと共に，事故の発生状況や被害者の状況に関する情

報が配置される．時間の経過に伴って，対策本部が設置

され徐々に事故の状況の詳細が加えられていく．同時に，

過去に発生した同様の事故の状況に関する情報も配置さ

れる． 
このよ

て加えられていき，状況の変化の様子を捉えることが

可能になる．このようなツールを使うことにより，ユー

ザの情報整理を支援し，過去の情報を付与することによ

り，対応策の策定などの意思決定を支援することが可能

になると考えられる．このシステムは，メンバーのうち

数名が一つの画面を共有し，情報の整理および意思決定

を行うことを想定している． 
次に，緊急時に利用されうる

る平常時のコミュニケーション支援について述べる． 
 
3
 
 

社会に対して何らかの情報を提供するためには，日ごろ

からの情報を整理・共有し，緊急時にはそれらの情報を

再利用することが重要になる．つまり，日ごろからコミ

ュニケーションによって，複数の専門家がつながりを持

ち，情報を交換することが重要となる．専門家がつなが

りを持ち，コミュニケーションを行うことは，1) ある分

野に関する多様な専門知識の蓄積につながり，2) 緊急時

においてなされる意思決定の基盤を共有できる，という

利点がある．ゆえに，平常時のコミュニケーションを支

援することが重要である． 
平常時コミュニケーション

円滑な情報交換を支援することを目的とする．平時お

よび緊急時における円滑なコミュニケーションを支援す

るために，(1) 親和性の高いインタフェースを持つこと，

(2) Push 型の情報配信が可能であることが求められる．

また，ここで交換される情報の悪用を防ぐため，セキュ

リティに十分に配慮したツールであることが求められる．

平常時コミュニケーション支援ツールは，集団メンバ

ーからの積極的な情報提供と情報交換を支援する．その

ため，すでにメーリングリストや電子掲示板といった既

存のツールを利用している集団では，新しいツールを導

入することが必ずしもいいとは言えない．なぜなら，使

い慣れたツールから，新しいツールへの移行は，同時に

ユーザに対して新しいツールへの

る．そのために，新規ツールに習熟するまでの間，一時

的にコミュニケーションを阻害する可能性も否定できな

い．新しいコミュニケーション支援ツールへの移行は，

慎重に行わなければならない． 
 また，平常時のコミュニケーションから，緊急時のコ

ミュニケーションへ移行しなければならない事態が生じ

たとき，その第一報が，メンバーに届けられる．その際，

平常時のコミュニケーションツールが電子掲示板のよう

に，ブラウザを使ってアクセスしなければならないよう

なツールであれば，初動が遅れることになる．

メンバーに情報を一括に配信し，迅速に緊急時のコミュ

ニケーションに移行することが必要となる．そのため，

Push型の情報配信が求められる．例えば，携帯電話への

メール配信やRSS配信などが考えられる． 
こう

る情報を緊急時に利用しようとするとき，あらかじめ

報

ョンからのデータベース作成支援について述べる． 
  

3.3. インタラクションからのデータベース作成支援 
 
緊急時の対応策を練る際には，過去の事例や平常時の

インタラクションによって蓄積された情報が有益である

と考えられる．上述した泥湯温泉硫化水素ガス中毒事故

の例では，硫化水

に発生した同様の事故に関する情報が過去の情報とし

て付与された．このような過去の類似事例から，当該問
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題

コストを下げることが

必

 

要になる． 

ることによ

り

rlモジュール

あり実装が容易に行えるという利点を持つ．言選web
込むことにより，平常時のコミ

に適したルールを作成する必要がある．  

ステムでは，生成さ

れ

適

件を元に，何らかの基準に基づき，該当するであろう

であると考えられるが，確度を保証するものではない．

こ

中毒事

レゼンテーションを行う．そ

れ

報

の解決策を導き出す手法が提案され，その有効性が示

唆されている(1． 
従来，インタラクションからデータベースを作成しよ

うとするとき，情報の信頼性を確保するために，人の手

によって分類し，データベース化することが多かった．

しかし，平常時のコミュニケーションが活発であるほど，

その作業コストは高いものとなる．自然言語処理によっ

て，ある程度の分類を行い，作業

要になる． 
データベース作成支援システムでは，自然言語処理に

より，平常時のインタラクションから，データベースの

自動作成を行うことを目的とする．データベースを作成

することにより，緊急時に収集された情報と平常時のコ

ミュニケーションで蓄積された情報をつなげやすくなる．

データベースの自動作成を実現するためには，大量のテ

キストデータから重要な情報を抽出するためのテキスト

マイニング技術が必

適切な単語抽出を行うための技術として，言選web7), 8)

（Fig.3）を応用することが可能である．このシステムは，

Webページやコーパスの各文を形態素解析す

，重要な専門用語を抽出することを可能にする(7．この

システムのエンジン部分は，termexというPe
で

をシステムの一部に組み

ュニケーションからのデータベースの作成を支援するこ

とが可能になる． 
ただし，データベース作成のルールは，このシステム

を実装する集団が扱う事象によって異なるため，各集団

 
(1) データベースに基づく情報提供システム 
 
 構築されたデータベースから，必要な情報を適切に抽

出し，ユーザに伝達するツールが必要である． 
データベースに基づく情報提供シ

たデータベースから，利用者が求める情報を的確に提

供することが求められる．このツールにより提供された

情報に対して，情報利用者からのフィードバックを反映

させることが重要である．利用者からのフィードバック

を反映させることにより，データの信頼性を向上させる

ことが可能になると考えられる． 
この要件を満たすシステムとして，ダイアログナビが

している．ダイアログナビは，ユーザから発せられた

あいまいな言葉を含む質問文に対して，いくつかの候補

を提示しながら，ユーザが必要としている情報の提供を

支援するシステムである9)．ダイアログナビを実装し，運

用することにより構築されたデータベースの中から，最

適な情報を提供することが可能になると考えられる． 
一方，生成されたデータベースでは対応できない事例

や現象に関する問い合わせがあったときにどのような対

応をするかが重要である．ユーザにより入力された検索

条

と思われる情報を提示することで，ある程度の対応は可

能

の際には，人手による対応が必要である．また，情報

要求者にとって，情報を得ることが緊急性を要する場合

には，緊急時コミュニケーションへの移行が必要となる．  
 
(2)プレゼンテーションによる情報の共有と理解の支援 
 
ある専門的な知識を得ようとするとき，その背景知識

を共有する必要がある場合がある．例えば，ある

次に，データベースとして蓄積された情報の利用を支

援する情報提供システムについて述べる． 
 
3.4. 情報提供システム 
 蓄積されたデータベースより，二つの形式でユーザに

対して情報提供を行うことを可能にする．一つは，ユー

ザが必要とする情報をデータベースから呼び出す形式で

あり，もう一つは，映像や音声を用いたプレゼンテーシ

ョンである． 

故に関する情報を得ようとするとき，中毒の原因物質を

特定するための分析方法などがこれにあたる．こうした，

知識は，動画や静止画と共に提供されることによってよ

り理解が促進される．また，この問題に関する基礎的な

背景知識を共有することによって，メンバー間の円滑な

コミュニケーションを促進すると考えられる． 
 このような知識を伝達するシステムとして，Stream 
Public Opinion Channel(SPOC)10), 11) およびIPOCが適して

いる．SPOCを使うことにより，オンライン上で静止画・

動画を用いた音声によるプ

により知識の伝達が容易になる．また，SPOCを発展

させた没入型会話環境IPOCでは，現場についての視覚情

を利用者と共有しながら，エージェントから利用者に

会話的に情報提供が行われる12)．IPOCでは，SPOCより

高度なインタラクション機能を備え，利用者の当事者感

を高めると期待される． Fig.3 重要語自動抽出ツール「言選Web」 
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る． 

テムは，あく

までも人々（ここでは組織や団体）の活動を支援するた

め，システムをどのように運用

するべきか，という方法をシステムに併せて提供するこ

と

必要である．また，本システムにおけるすべてのプロ

，蓄積された情報

本章では，提案システムの運用上

め，数名の限られたメンバー

より情報の整理および意思決定を行うことが望ましい．

あらかじめ決めておく必要

し，ある程度責任をも

っ

必要がある場合も存在する．公開

れた情報が悪用されることによって，社会への脅威に

る． 

の維持がなさ

れ

 

を確認するために

は，人手による精査が必要である．人手によるチェック

れたルールをデータベース

作

イン 

の違い

が，事象やそこで語られる人物に対する印象形成に影響

が示されている13)．情報提供の方法に

る． 

ここで，SPOC や IPOC によって情報伝達を行おうと

する際，できるだけ正確に伝達されることが求められ

以上，緊急時における情報整理支援を目的とした統合

システムについて述べた．このようなシス

めに利用される．そのた

により，導入への敷居は低くなると考えられる． 
次章では，本システムの運用手法の要件について述べ，

運用手法構築の必要性について論じる． 
 

4. 運用手法の要件 
 
第 3章では，緊急時の情報整理支援を可能にする統合

システムについて述べた．このシステムをどのように利

用するか，という運用手法を確立することが重要である．

社会で広く利用されるためには，運用手法を確立し，シ

ステムと併せてひとつのパッケージとして提供すること

が

セスを自動化することが理想であるが

の信頼性・妥当性を確保するために人手が必要になる場

合もある．さらに，正確に情報を伝達するための指標が

必要となる．そこで，

の問題点について述べ，運用手法の要件について述べる． 
 
4.1. 緊急時における対応体制の確立 
 緊急状況において,緊急時対応に必要な人員数はどの

程度かなど，適切な意思決定を行うための運用手法を確

立する必要がある． 
 組織・団体を構成しているメンバーの数にもよるが，

緊急の対応を求められる組織・団体成員の全員が緊急時

のコミュニケーションに参加すると逆に収集がつかなく

なる可能性がある．そのた

に

緊急時に対応するメンバーを

がある．さらに，緊急時に対応するメンバーがどこに集

合して対応するのか，オンライン上でのやりとりで対応

するのか，など緊急時における体制を詳細に確立する必

要があると考えられる． 
 
4.2. 組織・団体活動の維持 
 組織・団体が，緊急時に迅速な対応をとるためには，

活動が形骸化することなく，維持されていく必要がある．

そのためには，メンバーのインセンティブをどうするか

が問題となる．特に，情報の共有と情報の蓄積を目的と

する平常時のコミュニケーションに対するインセンティ

ブの問題が重要であろう． 
 また，本システムによって提供される情報について，

誰が責任を持つのか，ということも重要である．情報提

供者個人に責任があるとすれば，メンバーからの情報提

供を阻害する可能性がある．しか

た情報提供を求めなければ，信頼性の低い情報ばかり

が蓄積されることにもなりかねない． 
 また，扱われる情報によっては，蓄積された情報を公

開する範囲を限定する

さ

なりうる場合がそれにあた

これらインセンティブ，責任の所在および情報の公開

範囲などに関する適切な運用ポリシーを明確にしておく

ことによって，より円滑な組織・団体活動

ると期待できる． 
 
4.3. コンテンツの量と質 
様々な緊急状況に対応できるようにするためには，平

常時のコミュニケーションを通して，信頼性の高い，多

くの情報を蓄積することが必要である．

提案システムにおいて，すべてを自動化することには

無理がある．特にデータベースの作成は，蓄積される情

報の信頼性・妥当性を確保する作業が必要となる．情報

の信頼性・妥当性を確保するためには，ユーザによる確

認作業が必要となる．特に，データベース作成のための

ルール構築のプロセスが重要である． 
本システムにおいて，自然言語処理によって作成され

たデータベースの信頼性および妥当性

方法を解析し，そこで抽出さ

成ルールにフィードバックすることにより，より信頼

性の高い支援が可能になると考えられる．このように，

データの信頼性を高めるための方法を構築し，システム

と共に提供することが求められる． 
 

4.4. 情報提示ガイドラ

情報提示に関するガイドラインが必要である．専門家

同士でのコミュニケーションでは問題にならないもので

も，コミュニケーションの対象が変わることにより，大

きな誤解を生み出す可能性も否定できない．そうした可

能性を極力抑えるために，情報提示を行う際のガイドラ

インが重要となる． 
SPOCを使った実験において，提示される情報

を与えていること

よって，受け手に伝達される知識にズレが生じることは

望ましくない．そのため，ガイドラインを策定すること

によって，情報の受け手に対して，より正確に情報伝達

をおこなえるように備えることが必要とな

 
4.5. 訓練の実施 
 このようなシステムを緊急時に利用しようとするとき，
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に対す

に緊急

ュアルを構築

，システムと併せて一つのパッケージとすることで，

待される． 
 

 

である．さらに，システムの実運用およ

び

 
本システムを総合的に評価することはもちろん重要だ

たシステムに仕

援ツールでは，適切に情報を整理で

を争うような緊

時においては，迅速な対応が求められる．そのため，

られる． この

ンポーネントの一つとして，コミュニティへ

参加意図形成モデルが提唱されている(Fig .4 )14), 15)． 

ション支援の改良を行うことが可能

に

された情報の正しさを判断するためには，専門的

識を持つ人によって評価されなければならない．そこ

の確度に

ことが可能であろう．具体的には，専門家集団に対し

試験運用を実施し，情報検索とその情報検索結果に対

る評価および評価結果のフィードバックを行ってもら

ことを想定している．情報検索を行った専門家集団か

より， た情報の確度を測定することができる．

間

援

る．そのために,
提

がある．ただし，SPOC / IPOCの評価は，提示される情

透明性

貢献度

コミュニティ 

状態の理解 

ツールの有益性 

ツールへの興味 

積極的参加意図 

継続的参加意図 

.24*

.82**

-.16

-.21☦

.13

.46**

.21☦

.81** 

.68** 

.69** 
.23☦

**  p<.01， * p<.05  ☦ p<.10

.21 

Fig.４ コミュニティに対する主観的評価およびツールに対

する主観的評価パス図 (松村, 2004) 

利用方法に対する習熟と修練が必要になる．地震

る備えとして避難訓練を実施するのと同様に，緊急時を

想定し，訓練を行うことが必要である． 
 緊急時に備えた訓練を実施することによって，システ

ムの利用について習熟するだけではなく，仮想的

事態を体験することによって，緊急時対応支援ツールの

運用上のノウハウが蓄積されると期待される． 
 ここでは，システムの運用手法の要件について論じた． 

上述した5つの点について，運用手法マニ

し

社会への実装コストが低減すると期

しかし，実装を行う際には，組織・団体に適したシス

テムへの改良が必要になる場合も考えられる．次章では，

システムの評価手法と評価結果をシステムの改良に反映

するためのプロセスについて論じる．  
 
5. 評価手法と開発プロセス

第3章ではシステムの概要について述べ，第4章では，

運用手法の要件について述べた．実際の利用を通して，

システムの評価を行うことは，システムの改良点を指摘

する上でも重要

評価を行うプロセスは，システムと運用手法の汎用性

を高めるためにも重要である．

が，実装しようとする組織・団体に適し

上げるためには，個別のコンポーネントに対する評価が

必要である． 
本章では，本システムの各コンポーネントに対する評

価の視点について論じる．  
 
5.1. 緊急時コミュニケーションの評価 
 緊急時情報整理支

きるかという点および効率的に情報の整理が行えるかと

いう点の2点が重要な視点となる．一刻

急

情報整理の正確さのみならず，速さも求め

二点を評価指標の中心として，緊急時情報整理支援ツー

ルの評価を行う． 
 なお，緊急時情報整理支援ツールの評価は，「4.5 訓練

の実施」で述べた訓練時に行われる． 
 
5.2. 平常時コミュニケーションの評価 
 これまで，オンラインコミュニティ支援を目的とした

コミュニケーションツールを評価するための指標として，

Social Intelligence Quantity (SIQ)の構築が進められてきた
14)．そのコ

の

 このモデルに基づいて，利用者に対するアンケート調

査を実施することにより，コミュニティへの参加意図の

形成を妨げている要因を特定できる．その結果に基づき，

平常時コミュニケー

なる． 
 
5.3. コミュニケーションからのデータベース作成支援 
 平常時のコミュニケーション支援ツール上に蓄積され

た知識をどの程度，エラーを抑えて抽出できるかを評価

する．データの確度を測定するためには，人手による評

価が必要になる． 
抽出

知

で，専門家にデータベースに蓄積されたデータ

ついて評価を行う．具体的には，蓄積された知識につい

て，正誤判断を行ってもらい，抽出されたデータの正解

率を算出することにより，確度を測定する．この専門家

による判断結果は，データベース作成ルールに反映され

る． 
 
5.4. データベースに基づく情報提供システム 
 検索結果がどの程度，正しく得られるかに関する評価

を行う．このシステムの評価については，試験運用の際

に逐次データを収集することにより，確度の向上に生か

す

て

す

う

らが得られた結果に関するフィードバックを返すことに

提示され

違った情報が提供された場合には，適宜修正を行う． 
 
 
 
 
5.5. プレゼンテーションによる情報の共有と理解の支

の評価 
SPOC および IPOC は，提示される情報がユーザの理

解を支援しうるかどうかにより評価され

示された情報に対するユーザの理解度を測定する必要
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する必要がある．情報の質に関する評価結果は，

4.4.情報提示ガイドライン」の項で述べたとおり，情報

して反映される． 

 

すること

重要になる．システムの評価と改良を繰り返しながら

ムの評価のみではなく，ユ

ザのニーズを吸い上げることも可能になると考えられ

6.

要であ

り

ジとして提供することにより，組織や団体へ

導入を促し，システムの効果を高めると期待される． 
題として，システムの実際の運用を通して，

ステムの効果について検討する必要がある．同時に，

進め

ある
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ある． 
 
5.6. 開発プロセス 
 上述した各コンポーネントに対する評価は，システム

の改良に反映されるべきである．そのためには，システ
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よび改良を行う．そのためには，開発者とユーザの間で

の密なコミュニケーションが必要になる．また，ユーザ

のニーズを吸い上げることも重要な要件となる． 
開発時には，プロトタイプの作成，評価，フィードバ

ック，改良のループにより進められることが必要であり，

特に，開発されたシステムの効果について評価

が

開発を進めることで，システ

ー

る．このような開発体制を整備することにより，支援ツ

ールの開発のみならず，それを運用するための手法の構

築にも有益な情報が得られると考えられる． 
 

 まとめと今後の課題 
 
 本論文では，従来のコミュニケーション支援ツールで

は実現が困難であったリアルタイムでの情報整理と迅速

な意思決定を支援するシステムについて述べ，その運用

手法の構築に関する要件について述べた． 
リアルタイムでの情報整理は，迅速な対応が必

，そのために大量の情報を整理し，刻一刻と変化する

状況を的確に把握することを求められる緊急時に必要と

なる．例えば，大規模災害やバイオテロの発生時などが

その状況に該当する．その他の状況として，規模の大小

はあるものの，化学工場での事故によって周囲への影響

が懸念される状況などにも適応可能であろう． 
しかし，システムの構築だけでは，こうした状況に迅

速に対応できるわけではない．組織や団体がいざという

ときに機能する状態を維持し，常に備えておく必要があ

る．そのためには，システムによる支援だけではなく，

どのようにそのシステムを利用するか，さらには，組織

をどのように運用していくかを含めた運用手法の構築が

必要となる．このように，システムと運用手法をひとつ

のパッケー

の

 今後の課

シ

システム運用時に発生する諸問題を抽出し，今後構築を

る予定であるシステム運用手法に反映させる必要が

．  
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